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　「
国
際
協
力
は
信
頼
関
係

が
大
切
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。
こ
の
経
験
を
将
来
に
生

か
し
た
い
」。
文
学
部
英
語

英
米
文
学
科
の
豊
岡
優
希
さ

ん
（
３
年
次
）
は
、
南
米
パ

ラ
グ
ア
イ
で
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

３
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
参

加
、広
報
活
動
に
奮
闘
し
た
。

　
２
０
１
７
年
11
月
、
日
本

か
ら
２
日
間
か
け
て
地
球
の

裏
側
に
あ
る
パ
ラ
グ
ア
イ

へ
。
豊
岡
さ
ん
の
「
仕
事
」

は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
派
遣
さ
れ

た
青
年
海
外
協
力
隊
員
や
シ

ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

を
紹
介
す
る
こ
と
。
国
内
12

カ
所
を
訪
ね
、
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
や
撮
影
を
行
い
、
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
活
躍
の
様
子

を
伝
え
た
。

　
パ
ラ
グ
ア
イ
の
主
要
産
業

は
農
業
・
畜
産
。日
本
か
ら
の

移
民
も
多
い
。
都
市
部
か
ら

農
村
ま
で
隊
員
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
看
護
師
、
日
本
語
教

師
、
農
業
指
導
な
ど
国
中
に

多
数
い
る
。
現
地
の
人
々
と

信
頼
関
係
を
築
き
、
課
題
解

決
へ
奮
闘
す
る
姿
を
豊
岡
さ

ん
は
目
の
当
た
り
に
し
た
。

　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
日
本

語
の
ほ
か
ス
ペ
イ
ン
語
で
も

掲
載
し
た
。
出
国
前
に
70
日

間
の
ス
ペ
イ
ン
語
特
訓
を
受

け
た
が
、「
原
稿
に
す
る
の

は
大
変
で
、
辞
書
を
引
き
な

が
ら
苦
労
し
て
書
き
ま
し

た
」と
振
り
返
る
。

　
取
材
地
へ
は
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
事
務
所
の

あ
る
首
都
ア
ス
ン

シ
オ
ン
か
ら
ほ
と

ん
ど
長
距
離
バ
ス

を
利
用
し
た
。
バ

ス
で
８
時
間
、
道

を
聞
き
な
が
ら
訪

ね
た
と
こ
ろ
も
あ

る
。
あ
る
時
、
バ
ス
の
中
で

乳
児
が
泣
き
だ
し
た
。「
乗

客
全
員
が
寄
っ
て
き
て
赤
ち

ゃ
ん
を
あ
や
そ
う
と
す
る
。

日
本
で
は
見
ら
れ
な
い
姿
で

し
た
。
困
っ
て
い
る
人
が
い

た
ら
駆
け
付
け
、
助
け
よ
う

と
す
る
人
た
ち
ば
か
り
で
し

た
」
。
パ
ラ
グ
ア
イ
で
の
取

材
は
常
に
単
独
行
動
だ
っ
た

豊
岡
さ
ん
に
と
っ
て
、
人
々

の
優
し
さ
は
大
切
な
思
い
出

だ
。

　
豊
岡
さ
ん
は
「
あ
し
な
が

育
英
会
」
の
奨
学
生
。
１
年

次
の
冬
、
育
英
会
の
海
外
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
ア
フ
リ
カ

の
ウ
ガ
ン
ダ
に
10
日
間
滞
在

し
た
。
こ
れ
が
発
展
途
上
国

で
の
国
際
協
力
に
関
心
を
持

つ
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
文

　
日
本
中
国
友
好
協
会
が
中

国
政
府
の
要
請
を
受
け
派
遣

す
る
日
中
友
好
大
学
生
訪
中

団
に
宮
澤
俊
太
朗
さ
ん
（
法

４
）
が
参
加
し
、
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
に
躍
動
す
る
中
国
の
現

在
を
体
感
し
た
。

　
訪
中
団
は
日
中
両
国
の
大

学
生
が
交
流
し
相
互
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
年
に

数
回
派
遣
。
本
年
度
第
１
陣

は
６
月
１
〜
７
日
、
52
大
学

の
１
０
０
人
が
北
京
、
敦

煌
、
西
安
、
上
海
を
訪
問
し

た
。

　
宮
澤
さ
ん
は
「
視
野
を
広

げ
た
い
」
と
参
加
。
初
め
て

訪
れ
た
中
国
の
大
都
市
の
成

長
の
規
模
と
速
さ
に
圧
倒
さ

れ
た
と
い
う
。
北
京
と
西
安

で
は
、
現
地
の
大
学
生
と
学

生
生
活
な
ど
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
た
。
ま
た
、
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
の
中
継
地
と
し
て

栄
え
た
敦
煌
で
は
砂
の
山
を

登
り
「
伝
統
的
な
と
こ
ろ
を

残
し
な
が
ら
発
展
す
る
国
は

す
て
き
だ
と
思
っ
た
」
と
振

り
返
る
。

　
３
年
次
に
は
内
閣
府
の
事

業
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
派
遣
さ

れ
た
。
こ
れ
を
機
に
日
本
の

よ
さ
を
見
直
す
よ
う
に
な

り
、
祖
父
で
長
唄
三
味
線
の

人
間
国
宝
、
杵
屋
淨
貢
さ
ん

か
ら
三
味
線
の
手
ほ
ど
き
を

受
け
て
い
る
。「
も
っ
と
精

進
し
、
伝
統
文
化
を
広
く
伝

え
た
い
」
と
、
前
期
は
国
際

交
流
会
館
に
入
寮
し
な
が

ら
、
自
宅
で
の
稽
古
を
欠
か

さ
な
か
っ
た
。
年
末
に
は
ア

メ
リ
カ
に
短
期
留
学
の
予
定

で
「
視
野
を
広
げ
る
こ
と
と

自
分
の
好
き
な
こ
と
を
両
立

で
き
る
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
磨

き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
官
民
協
働
で
留
学
費
用
を
助
成
す
る

「
ト
ビ
タ
テ
！
　
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
日
本

代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
第
10
期
生
（
２
０

１
９
年
４
〜
10
月
出
発
）
を
募
集
中
。

　
海
外
で
の
異
文
化
体
験
や
実
践
活
動
を

焦
点
に
し
た
留
学
を
推
奨
す
る
こ
と
で
国

際
的
に
活
躍
す
る
人
材
を
育
て
よ
う
と
、

文
部
科
学
省
が
２
０
１
４
年
に
創
設
し

た
。
学
生
自
身
が
留
学
計
画
を
立
て
て
応

募
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
明
確
な
目

的
と
意
欲
的
な
目
標
に
基
づ
く
活
動
が
支

援
の
対
象
と
な
る
。

　
渡
航
先
な
ど
に
応
じ
、
奨
学
金
、
留
学

準
備
金
な
ど
が
支
給
さ
れ
る
。

　
専
修
大
学
で
は
、
在
学
生
（
休
学
者
含

む
）
を
対
象
に
、
学
内
選
考
を
経
て
日
本

学
生
支
援
機
構
に
推
薦
す
る
。
学
内
応
募

は
ウ
ェ
ブ
申
請
の
み
で
、
締
め
切
り
は
９

月
25
日
（
火
）
午
後
５
時
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
や
情
報
は
、
日
本

学
生
支
援
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（htt

ps://tobitate.mext.go.jp/

）
で
。

　
応
募
に
関
す
る
詳
細
、
問
い
合
わ
せ

は
、
国
際
交
流
事
務
課
☎
０
４
４
・
９
１

１
・
１
２
５
０
ま
で
。

「
ト
ビ
タ
テ
！ 

留
学
」第
10
期
生
募
集

　
あ
る
講
演
会
で
「
心
理
的
安
定
性
」
と

い
う
言
葉
を
知
り
ま
し
た
。
こ
の
言
葉

は
、
米
グ
ー
グ
ル
が
社
内
の
生
産
性
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
何
が
重
要
な
の
か

を
調
査
し
た
研
究
で
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、「
チ
ー
ム
の
生
産
性
や
成
果
を
高

め
る
た
め
に
は
、
本
来
の
自
然
体
の
自
分

を
さ
ら
け
出
せ
る
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲

気
の
も
と
、
自
分
の
考
え
や
疑
問
を
素
直

に
発
言
で
き
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
も
ら

え
る
環
境
が
大
切
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
環
境
の
下

で
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え

る
こ
と
で
目
標
や
方
向
性
が
共
有
さ
れ

る
」、「
リ
ス
ク
を
冒
し
て
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
よ
う
に
な

る
」、「
メ
ン
バ
ー

間
で
の
意
見
対
立

や
衝
突
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
更
な

る
プ
ラ
ス
の
成
果

を
生
み
出
す
こ
と

が
で
き
る
」
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
学
に
お
い
て

は
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ
、
サ
ー

ク
ル
、
ゼ
ミ
な
ど
、
チ
ー
ム
で
力
を
結
集

し
、
優
れ
た
成
績
や
成
果
を
出
す
こ
と
を

目
標
に
し
て
日
々
励
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
に
お
い
て
は
、
規
律
や

時
に
は
厳
し
さ
も
必
要
で
あ
る
た
め
、
す

べ
て
が
自
由
に
、
気
兼
ね
な
く
と
は
い
か

な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ

た
こ
と
を
意
識
し
て
諸
活
動
を
行
っ
て
い

く
こ
と
は
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
大
変
役

に
立
ち
ま
す
。
4
年
間
の
大
学
生
活
の
中

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
で

何
か
を
成
し
遂
げ
る
と
い
う
際
に
は
ぜ

ひ
、
心
理
的
安
定
性
を
意
識
し
た
環
境
作

り
を
心
が
け
て
み
て
下
さ
い
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ベ
ー
ス
と
し

た
信
頼
関
係
を
築
い
た
上
で
、
さ
ら
に
相

手
へ
の
心
づ
か
い
や
配
慮
を
す
る
こ
と

は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
止
す
る
上
で
も

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
皆
さ
ん
が
日
々
自
然
体
で
活
動
す
る
こ

と
が
で
き
て
、
チ
ー
ム
と
し
て
も
良
い
成

果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
！

（
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

 

対
策
室
員
・
丸
橋
和
彦
）

チ
ー
ム
の
力
や
成
果
を
高
め
る
た
め
に

国
際
交
流
フ
ェ
ア

10
月
６
日
に
開
催

　
留
学
を
希
望
す
る
学
生
が

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明
や

帰
国
留
学
生
の
体
験
な
ど
を

聞
く
「
秋
の
海
外
留
学
・
国

際
交
流
フ
ェ
ア
〜
留
学
と
就

職
〜
」
が
開
催
さ
れ
る
。

　
多
く
の
留
学
希
望
者
に
参

加
し
て
も
ら
お
う
と
今
年
度

２
回
目
の
開
催
。「
就
職
課

に
よ
る
留
学
希
望
者
の
た
め

の
就
職
個
別
相
談
」
や
海
外

　
２
０
１
８
年
度
中
期
留
学

生
（
後
期
）
は
４
コ
ー
ス
に

10
人
。
社
会
知
性
開
発
コ
ー

ス
は
、
語
学
研
修
の
あ
と
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
う
。

留
学
先
と
派
遣
期
間
、
氏

名
、
学
部
学
年
は
次
の
通

り
。（
敬
称
略
）

英
語
コ
ー
ス

●
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
リ
ン
カ

ー
ン
校
（
米
国
、
８
月
13
日

〜
12
月
10
日
）

▽
新
保
大
介
（
文
３
）

社
会
知
性
開
発
コ
ー
ス

●
ワ
イ
カ
ト
大
学
（
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
８
月
７
日
〜

12
月
９
日
）

▽
市
川
綾
花
（
経
済
２
）
▽

永
渕
由
梨
（
文
３
）
▽
三
嶽

茉
琴
（
文
２
）

中
国
語
コ
ー
ス

●
上
海
大
学
（
中
国
、
９
月

４
日
〜
19
年
１
月
６
日
）

７
月
21
日
、
留
学
許
可
証
交
付

式
で
。
前
列
右
が
髙
橋
裕
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
長

▽
深
澤
宏
樹
（
経
済
３
）
▽

山
口
翔
（
経
済
３
）
▽
小
檜

山
一
輝
（
商
３
）

コ
リ
ア
語
コ
ー
ス

●
檀
国
大
学
（
韓
国
、
８
月

７
日
〜
12
月
19
日
）

▽
叶
多
美
柚
（
法
２
）
▽
神

戸
結
（
文
３
）
▽
菅
原
ち
ひ

野
（
文
２
）

中
期
留
学
生（
後
期
）に
10
人

宮
澤 

俊
太
朗
さ
ん（
法
４
）

大
学
生
訪
中
団
に
参
加

躍
動
す
る
中
国
体
感

敦
煌
で
砂
漠
を
歩
く

パラグアイでＪＩＣＡインターンシップ

豊
岡 

優
希
さ
ん
（
文
３
）

信
頼
関
係
の
大
切
さ
実
感
し
た

学
部
で
は
田
邉
祐
司
ゼ
ミ
に

所
属
し
、
英
語
の
力
を
磨
く

一
方
、
日
本
の
英
語
教
育
や

発
展
途
上
国
の
経
済
に
も
興

味
を
持
つ
。
今
夏
に
は
国
内

の
語
学
学
校
な
ど
で
短
期
間

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
も

参
加
し
た
。「
さ
ま
ざ
ま
な

経
験
を
積
ん
で
、
国
際
協
力

の
仕
事
に
就
く
ス
テ
ッ
プ
に

し
た
い
」
と
夢
を
膨
ら
ま
せ

て
い
る
。

日
系
移
民
の
多
い
イ
グ
ア
ス
の
雄
大
な
風
景

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
と

豊
岡
さ
ん（
右
）

首都アスンシオンの市場

神田キャンパス10/６（土） ７（日）
イベント情報は… 【実行委員会ＨＰ】https://kandaohtorisai.jimdofree.com/

【公式Twitter】@kanda_ohtori

祖
父
と
共
演
し
た
宮
澤
さ
ん

（
左
）

５
月

か
ら
の
留
学
生
に
よ
る
自
国

紹
介
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
。

▽
日
時
・
10
月
６
日
（
土
）

10
〜
13
時
▽
会
場
・
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
国
際
交
流
会
館
※

入
退
場
自
由
。

問
☎
０
４
４
・
９
１
１
・
１

２
５
０

神田鳳祭2018


